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※ 次回の「弘法さん」縁日は令和４年１２月１４日 (水 ) です。

   

十
一
月
で
す
。
寒
く
な
り
ま
し
た
。
く

れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

「
尾
張
名
古
屋
・
歴
史
街
道
を
行
く
ー
社

寺
・
城
郭
・
尾
張
藩
幕
末
史
—
」
を
お
送

し
て
い
る
今
年
か
ら
の
か
わ
ら
版
。
今
月

は
清
洲
城
と
名
古
屋
城
で
す
。

★
清
須
会
議
と
小
牧
長
久
手
の
戦
い

   

尾
張
と
聞
け
ば
、
信
長
、
秀
吉
、
家
康

の
三
英
傑
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
し
か
し
、

桶
狭
間
の
戦
い
以
前
と
同
様
に
、
本
能
寺

の
変
、
関
ケ
原
の
戦
い
以
後
の
尾
張
国
の

史
実
も
意
外
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

   

一
五
八
二
年
、
本
能
寺
の
変
で
信
長
と

嫡
男
信
忠
を
討
っ
た
明
智
光
秀
は
、
山
崎

の
戦
い
で
秀
吉
に
敗
れ
ま
し
た
。

   

そ
の
後
の
織
田
家
の
体
制
を
決
め
る
た

め
に
清
洲
城
に
重
臣
た
ち
が
集
ま
り
ま
す
。

世
に
言
う
清
洲
会
議
で
す
。

   

清
洲
会
議
の
経
過
と
結
論
に
は
諸
説
あ

り
ま
す
が
、
信
長
の
次
男
信
雄
と
三
男
信

孝
が
対
立
す
る
中
、
柴
田
勝
家
は
信
孝
を
、

秀
吉
は
信
忠
の
嫡
男
三
法
師
を
後
継
者
に

推
挙
し
、
結
局
、
三
法
師
が
家
督
を
相
続

す
る
こ
と
で
合
意
。

   

し
か
し
、
ま
も
な
く
秀
吉
が
信
孝
と
勝

家
の
謀
反
を
理
由
に
合
意
を
反
故
に
し
て

信
雄
を
主
君
と
し
て
擁
立
。
秀
吉
は
賤
ヶ

岳
の
戦
い
、
北
ノ
庄
城
の
戦
い
で
信
孝
、

勝
家
を
滅
ぼ
し
ま
し
た
。

   

戦
後
、
信
雄
が
安
土
城
に
入
っ
て
信
長

後
継
を
宣
言
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
今

度
は
信
雄
と
秀
吉
が
対
立
。
信
雄
は
隣
国

三
河
の
家
康
と
同
盟
を
結
び
ま
す
。

   
一
五
八
四
年
、
秀
吉
と
家
康
は
小
牧
長

久
手
の
戦
い
で
交
戦
。
秀
吉
は
苦
戦
。
結

局
、
秀
吉
は
計
略
を
図
っ
て
信
雄
と
単
独

和
睦
し
、
大
義
名
分
を
失
っ
た
家
康
は
撤

兵
し
ま
す
。

   

以
後
の
尾
張
国
は
信
雄
に
統
治
さ
れ
ま

し
た
。

★
福
島
正
則
→
松
平
忠
吉
→
徳
川
義
直

   

信
雄
本
拠
の
長
島
城
が
天
正
地
震
で
倒

壊
し
た
た
め
、
一
五
八
六
年
、
清
洲
城
を

大
規
模
改
修
し
て
居
城
と
し
ま
し
た
。

   

そ
の
後
、
信
雄
は
北
条
氏
滅
亡
後
の
関

東
転
封
を
拒
ん
だ
た
め
、
一
五
九
〇
年
、
秀

吉
に
改
易
さ
れ
、
尾
張
国
は
福
島
正
則
ら

豊
臣
家
武
将
に
分
割
支
配
さ
れ
ま
す
。

   

秀
吉
没
後
の
一
六
〇
〇
年
、
関
ヶ
原
の

戦
い
が
勃
発
。
東
軍
は
清
洲
城
を
集
結
地

点
と
し
て
関
東
か
ら
西
進
。
西
軍
石
田
三

成
が
敗
れ
ま
し
た
。

   

戦
後
、
戦
功
を
あ
げ
た
清
洲
城
主
福
島
正

則
は
安
芸
広
島
に
加
増
転
封
さ
れ
ま
し
た
。

   

一
六
〇
三
年
に
徳
川
幕
府
が
誕
生
し
、
江

戸
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。

   

福
島
正
則
の
後
に
清
洲
城
に
入
封
さ
れ
た

の
は
家
康
の
四
男
松
平
忠
吉
。
当
時
は
清
洲

藩
と
称
し
、
尾
張
国
全
域
と
美
濃
国
の
一
部

を
領
地
と
す
る
五
十
二
万
石
で
し
た
。
一
六

〇
六
年
、
家
康
直
轄
領
で
あ
っ
た
知
多
郡
も

忠
吉
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
翌
一
六
〇
七

年
、
関
ケ
原
の
戦
い
の
戦
傷
が
も
と
で
忠
吉

は
二
十
八
歳
で
早
逝
し
ま
す
。

   

そ
の
後
、
忠
吉
の
弟
で
家
康
九
男
の
甲

斐
甲
府
藩
主
徳
川
義
直
が
清
洲
藩
を
継
承

し
ま
し
た
。

★
清
須
越
し
と
名
古
屋
城

   

幕
府
は
大
坂
の
豊
臣
秀
頼
及
び
豊
臣
恩

顧
の
西
国
大
名
の
反
攻
に
備
え
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。

   

当
初
家
康
は
清
洲
城
を
対
豊
臣
の
拠
点

に
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
清
洲
は
庄
内

川
水
系
の
下
流
域
に
あ
っ
て
水
害
が
多
い

こ
と
、
水
攻
め
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
こ
と
、

一
五
八
五
年
の
天
正
地
震
で
清
洲
城
及
び

城
下
町
が
液
状
化
し
た
こ
と
、
当
時
の
清

洲
城
主
織
田
信
雄
が
大
規
模
改
修
を
行
っ

た
も
の
の
液
状
化
被
害
の
解
決
に
至
ら
な

か
っ
た
こ
と
、
城
郭
が
小
規
模
で
大
量
の

兵
を
駐
屯
さ
せ
ら
れ
な
い
こ
と
等
々
の
弱

点
を
懸
念
し
ま
し
た
。

   

一
六
〇
九
年
、
家
康
は
廃
城
と
な
っ
て

い
た
那
古
野
城
址
、
つ
ま
り
名
古
屋
台
地

（
熱
田
台
地
北
部
）
の
北
西
端
に
名
古
屋

城
築
城
を
決
断
。

   

翌
一
六
一
〇
年
、
西
国
大
名
を
中
心
と

し
た
天
下
普
請
を
命
じ
、
天
守
台
石
垣
は

加
藤
清
正
が
普
請
奉
行
と
な
り
ま
し
た
。

   

清
洲
城
及
び
清
洲
城
下
町
の
移
転
も
命

じ
、
清
洲
城
の
資
材
は
名
古
屋
城
築
城
に

再
利
用
さ
れ
、
清
洲
城
下
町
は
武
家
屋
敷

の
み
な
ら
ず
社
寺
仏
閣
、
町
屋
に
至
る
ま

で
丸
ご
と
移
転
。
清
洲
越
し
で
す
。

   

長
く
尾
張
国
支
配
の
要
だ
っ
た
清
洲
城
と

清
洲
城
下
町
は
破
却
さ
れ
、
名
古
屋
城
と
名

古
屋
城
下
町
が
尾
張
の
中
心
と
な
り
ま
す
。

   

名
古
屋
城
を
北
端
に
、
南
北
の
本
町
通
、

東
西
の
伝
馬
町
筋
を
主
軸
に
し
て
、
碁
盤

割
の
城
下
町
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

   

碁
盤
割
の
範
囲
は
、
北
は
名
古
屋
城
に

隣
接
す
る
京
町
筋
、
南
は
大
江
町
筋
、
西

は
御
園
町
通
、
東
は
久
屋
町
通
の
範
囲
で

す
。
御
園
町
通
の
西
側
に
は
堀
川
が
開
削

さ
れ
ま
し
た
。

   

家
臣
の
み
な
ら
ず
、
清
洲
城
下
の
町
屋

約
二
七
〇
〇
戸
の
ほ
と
ん
ど
が
移
転
し
、

三
社
一
一
〇
寺
、
清
洲
城
小
天
守
も
名
古

屋
に
移
り
ま
し
た
。

   

そ
の
際
、
清
洲
に
あ
っ
た
町
名
も
名
古
屋

に
移
し
、
町
人
は
原
則
と
し
て
移
転
時
に
住

ん
で
い
た
町
に
住
む
こ
と
と
さ
れ
ま
す
。

   

名
古
屋
移
転
に
伴
い
、
清
洲
藩
は
尾
張

藩
と
改
め
ら
れ
ま
す
。
家
格
も
徳
川
御
三

家
筆
頭
と
い
う
将
軍
家
に
次
ぐ
立
場
に
置

か
れ
、
城
下
町
で
あ
る
名
古
屋
は
江
戸
時

代
中
頃
に
は
三
都
に
次
ぐ
大
都
市
と
な
り

ま
す
。

   

一
六
一
四
年
の
大
坂
冬
の
陣
、
翌
一
六

一
五
年
の
大
坂
夏
の
陣
で
豊
臣
氏
は
滅
亡
。

豊
臣
方
の
侵
攻
に
備
え
た
名
古
屋
城
と
名

古
屋
城
下
町
は
家
康
の
想
定
し
た
機
能
を

果
た
す
こ
と
な
く
、
太
平
の
時
代
に
入
り

ま
す
。

★
尾
張
藩
通
史

   

そ
し
て
二
六
〇
年
後
、
尾
張
藩
及
び
名

古
屋
城
、
名
古
屋
城
下
町
が
幕
末
の
命
運

を
握
る
局
面
を
迎
え
ま
す
。
来
月
は
尾
張

藩
通
史
を
お
送
り
し
ま
す
。
乞
ご
期
待
。


